
2 0 2 2 年 0 9 月 2 0 日 ６　従業員

☑ 常
☑ 常 ■ 市

１　協議事項 ☑ 常 □ 非
☑ 常 □ 非 開発指導課
□ 常 ☑ 非 ■
□ 常 □ 非
□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非 □
☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ □ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

☑ 多機能型サービス ☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 6 5
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 1 0 日 0 7 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 5 0 0 1 0 0

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機 0 1 5 0 0
3 0 0 0 6 5 0

1 0 0 1 5 0 0
1 0 0

5 0
4 0 0

３　提供サービス 3 6 5 0 3 6 5 0
① 5 0 ％
② 放課後等デイサービス 4 0
③ 9 ％ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ ９　事業の見通し
④ 1 ％ 月 火 水 木 金 土 日

3 6 9 2 0

0 0 3 0 2 0 4
1 1 1 1
0 0 3 1 1 7 4

6 5 6 5 8 0 1 0 0
3 3 3 5
6 6 6 6
2 2 2 2

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 2 0 2 0 2 5 3 5

8 8 8 8

☑ 1 0 4 1 0 4 1 2 4 1 5 6

☑

4 5 7 2 3

1 階 階 年 4 5 7 2 3

㎡ ㎡

4 5 7 2 3

1 階 ㎡ 1 2 4 1 1

1 8 人 8 人 1 0 人 3 3 3 1 2

1 階 ㎡

2 4 人 4 人 2 0 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

階 ㎡

人 人 人

☑ □ □ □ □

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

8 0 円 × 4 H × 1 6 日 × 1 0 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

様式第２号－１
法人名 株式会社　恵心社 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

■当初 □最終
代表者職名前 赤木裕子 管理者 万円

意見事　業　計　画　書
作成年月日

・サービス管理責任者，職
業指導員，生活支援員の
中に就労系の障がい福祉
サービス事業経験者はい
るか。

・営業許可等などについ
て，職員の中に詳しい者
や経験者はいるか。

・職員のスキルアップ方法
を示すこと。

万円

2 日受理 9 月 2

就労支援　このはな就労継続支援B型

共生型サービス

万円

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設

万円

事業種別

万円 消防局予防課

62 30
万円 建築指導課

職業指導員

万円

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

6 日

生活指導員 万円
職業指導員 万円

万円
万円

20
20

事業の追加

意見

賃借・自己所有

万円

担当者名 連絡先 サービス管理責任者

回答

福山市障がい福祉
サービス等の指定
に係る懇話会

2023年2月1日
開設（変更）

予定日
事業所名

1 月

万円

広島銀行 建築資金 万円
金融機関 理由 借入残高

人件費 末 支払 ボーナス

万円 自己資金

共生型サービス以外 新築予定

設備 万円 借入金 万円

万円

万円 万円

万円

万円

大幅な事業内容の変更

万円 万円

年間返済額
万円

現在地
定員の変更

賃借・自己所有

新築予定

種別

就労継続支援B型 割合 提供日

運転資金 万円

保育所等訪問支援 割合 １月目
児童発達支援 割合

２月目

割合

３月目 １年後

当社は2014年２月より放課後等デイサービス事業を行ってきた。放デイの利用者が成長し就労するようになり、就労先での葛藤を
抱えることもある。利用者の成長によりそった就労支援を行うために、新事業として就労支援B型を立ち上げることになった。心理
的支援が行える就労支援として、カウンセリングや就労のためのSSTを取り入れて事業を展開し、利用者が実社会への就労がで
きるまでの支援を行いたい。

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円 ・収支予算書で2023年12月に
は470万円の累積赤字を予想
しているが，必要な資金の運
営資金400万円は足りないの
ではないか。

建物

合計 合計 万円

車両 万円
その他

意見
利用者見込 Ａ 人 人 人 人

5 万円
（１人当たり）

万円 1 0 万円0 万円 1 0
月平均利用額　※１

1

目標
社会の一員として自立できる職業技術を身に着けるための訓練を行う。また職業技術とともに職場で必要な社
会的スキルの獲得、精神的・心理的な自立を目標とし、充実した生活を追及する。

収
入

給付費　※２
万円

収入計 ① 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円 万円

1

万円 万円

理念 利用者と家族および従業員がともに、働くことの喜びを味わい、社会に貢献できる存在となっていく。

同種のサービス なし

その他 万円

万円
賃借料(土地） 万円 万円 万円 万円支

出

人件費 万円 万円 万円 万円
旅費・交通費 万円 万円 万円

万円意見

通信費 万円 万円 万円 万円

土
地

所在地 福山市坪生町１丁目18-17 用途区域 第一種住居地域

所有者 抵当権 あり

万円

建
物

名称 福山市坪生町１丁目18-17

支払元金利息 万円 万円 万円

所有者

諸経費　※４ 万円 万円 万円

万円 万円

万円 -
①-②

9 2 万円万円 -3

万円 万円

万円

②

種別 就労継続支援B型

利用者賃金 万円

階層 1階 地上 地下 建築年 2023年1月

手続 新規 使用する階 専有面積 86.13

収容人員 内訳 職員

万円

売上高　※３

万円

用途 就労継続支援B型・放課後等デイサービス 構造 木造

収支
- 1 0 3

抵当権 あり

支出計② 万円

8 万円11 0

万円

万円

建築面積 224 延面積 207
生
産
活
動

収入　Ｂ

手続 継続 使用する階 専有面積 39.33

万円

①

万円

収容人員 内訳 職員 利用者

支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円

必要経費 万円 万円 万円 万円

種別 放課後等デイサービス・児童発達支援

円円

事
業
の
概
要

最賃確保状況（Ａ型）

下段：所在地

職員 利用者

利用者

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

移転 その他

新築・移転し、放課後等デイサービス・児童発達支援事業の移転および就労継続支援B型の新事
業を開始。

基本報酬（566単位）＋食事提供体制加算（30単位）＋送迎加算（42単位）＝638単位

円

③

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

使用する階 専有面積

収容人員 内訳

・本件は，都市計画法第4
条第12項に規定する「開発
行為」に該当しないため，
同法第29条第1項の規定に
よる開発許可は不要です。

・工事完了後に，検査済証
の交付を受けて使用するこ
と。敷地全体で0.75kwを超
える原動機を使用する作業
を行わないようにすること。

・消火器，非常警報器具，
誘導灯を設置すること。
・カーテン及びじゅうたん等
を使用する場合は，防炎物
品を使用すること。
・防火対象物使用開始届出
書を提出すること。

・放課後等デイサービス・児
童発達支援39.33㎡、就労
継続支援Ｂ型86.13㎡の専
有面積に対し，収容人員は
18人，24人は，狭いのでは
ないか。

万円

万円 万円 万円

種別

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

手続

円

株式会社MIYUKI
7 0 ％ 7 0

万円 □
掛取引 回収・支払の条件 意見

上段：取引先
割合

下段：所在地

株式会社MIYUKI

日回収
福山市御幸町上岩成749番地

廣島織染協同組合
3 0

％

％

日 〆

なし 末〆10日払

末

〆

日回収

万円

日 〆

あり ☑
福山市御幸町上岩成749番地

1.5

％ 3

１月当たりの生産額
万円

日回収

生産品 １時間単価 計算式
5.1縫製作業

末

5

福山市草戸町１丁目22-22

協
議
の
種
類

就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

事業所の移転 新築予定
賃借・自己所有

建物の構造・設備の変更

山陽染工株式会社
％ 0

0 ％ 末 日

福山市一文字町6-1



１０　付近図 １２　事業計画

人 0 事業所
0 人

凡例
〇 …
× … 作業内容：　①食堂・カフェの運営
△ … 　　　　　　　　②洗車作業

※　坪生校区内には同種の事業所はなし □ … 　　　　　　　　③縫製作業
　　　　　　　　④野菜・花の苗の生産

△ 一次避難所：坪生小学校                  ⑤内職作業　(ビーズの袋詰め）
送迎：　　　　あり
食事提供：　あり

１３　利用者処遇

〇　一般就労につく際には、利用者にとってわかりやすい指示の出し方などを就労先に伝えるなど、移行時の

１１　平面図

１４　防災計画

〇　食品や水などを十分に備蓄し、災害時の帰宅困難の場合に施設に滞在できるようにする。
〇　災害時の停電にそなえ携帯バッテリーを用意する。

１５　一日の流れ

意見 意見
小学校区 坪生小 人口 10,153 事業所数 ・事業実施に係る動機，提

供サービスの目標からも，
目指すのは就労移行支援
事業が適当ではないかと
思われるが，就労継続支
援Ｂ型を選ぶのはなぜ
か。

・どのような対象者をどの
作業に携わらせるのかの
分析はどのように行うか。

・作業内容が5種あるが，
職員の休憩時間を確保し
て事業を行うこと。

利用定員

意見

・作業の中で個々に応じた
サポートを行なうだけでな
く，社会性を育む一環とし
て自治活動を行うなどの
具体的な取り組みはある
か。

・余暇活動やレクレーショ
ンなどの年間計画はある
か。

・ケースによって家族支援
も柔軟に対応できるか。

・関係機関や相談支援専
門員との連携体制を構築
してほしい。意見

※平面図のデータを貼付 ・作業訓練室をどのよう
に分けて作業を行うの
か。

・この作業訓練室で縫製
を行うのは，狭いのでは
ないか。

・ランチ営業は，食堂で
実施するか。別の場所
で実施するか。

意見

同種の事業所

一次避難先
二次避難先

〇　作業時間外に余暇活動の時間を作り、希望者には手芸やゲームなどのクラブ活動を取り入れる。

〇　定期的に作業についてのアセスメントを実施し、利用者に適した作業を見直していく。

〇　職員が技術を身に着けるために、各種研修を受け、最新の知識を身に着けていく。

〇　作業についての手順をビジュアル的に示す方法を取り入れる。

〇　内職では、個数の把握や正確な作業を目標とする。

〇　喫茶では清潔感のある身だしなみに気を付けて、接客や調理の準備、盛り付けを行い、簡単な調理なら

　　　一人で行うことができるようになることを目標とする。

〇　縫製ではミシン技術の習得を目標とし、人手不足となっている縫製業界への就労を目標とする。

　　　支援も積極的に行っていく。

〇　地域の学校や町内会と日頃から協力関係を持ち、災害時の対応ができるようにする。

　　　就労移行後も気軽に相談できるような体制を整えていく。

別紙にて提出

〇　緊急連絡網を整備し、緊急時、家族や関係機関への連絡がスムーズにできるようICTを活用した連絡
　　　方法を作る。
〇　防災計画を策定し、避難訓練を年２回実施する。

意見

事業：　　　　就労継続支援B型

別紙にて提出

別紙にて提出

〇　利用者の就労への意欲が持続できるよう、安全で清潔な作業環境を整備する。

〇　交通の便が悪いため、拠点となる駅などへの送迎を行う。自力で通えない利用者には送迎を行う。

※　技術の習得も大切であるが、心理的な面から離職することがないよう、心理的ケアを重視する。一般への

定員：　　　　20名
営業日：　　月曜日～土曜日
営業時間：　月・火・木・金　9：00～17：00　水・土　9：00～13：00
サービス提供時間：　月・火・木・金10：00～15：00　水・土　10：00～12：00
対象者：　　　知的障害・精神障害

〇　精神的に安定した作業活動ができるよう、カウンセリングやSSTなどの活動を取り入れる。

〇　生活についての全般的な相談にも応じ、必要に応じて、関係機関との連携を行う。

事業所



１５　一日の流れ（月曜日・火曜日・木曜日・金曜日）

9 時 0 0 分 ～ 9 5 0 分

9 時 5 0 分 ～ 1 0 時 0 0 分

1 0 時 0 0 分 ～ 1 0 時 5 5 分

1 0 時 5 5 分 ～ 1 1 時 0 0 分

1 1 時 0 0 分 ～ 1 1 時 5 5 分

1 1 時 5 5 分 ～ 1 2 時 4 5 分

1 2 時 4 5 分 ～ 1 3 時 4 0 分

1 3 時 4 0 分 ～ 1 3 時 5 0 分

1 3 時 5 0 分 ～ 1 4 時 4 5 分

1 4 時 4 5 分 ～ 1 5 時 0 0 分

1 5 時 0 0 分 ～ 1 6 時 0 0 分

1 6 時 0 0 1 7 0 0

１５　一日の流れ（水曜日・土曜日）

9 時 0 0 分 ～ 9 5 0 分

9 時 5 0 分 ～ 1 0 時 0 0 分

1 0 時 0 0 分 ～ 1 0 時 5 5 分

1 0 時 5 5 分 ～ 1 1 時 0 0 分

1 1 時 0 0 分 ～ 1 1 時 5 5 分

1 1 時 5 5 分 ～ 1 2 時 1 0 分

1 2 時 1 0 1 3 0 0

時

時

休憩

作業　1時限（55分）

休憩

意見
送迎

朝礼

作業　4時限（55分）

清掃・終礼

送迎

記録・後片付け

作業　2時限（55分）

昼休憩

作業　3時限（55分）

送迎・記録・後片付け

意見
送迎

朝礼

作業　1時限（55分）

休憩

作業　2時限（55分）

清掃・終礼



2 0 2 2 年 0 9 月 2 0 日 ６　従業員

☑ 常
☑ 常

１　協議事項 ☑ 常 □ 非
☑ 常 □ 非
□ 常 ☑ 非
□ 常 □ 非
□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非
☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ □ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

☑ 多機能型サービス ☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 6 5
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 1 0 日 0 7 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 5 0 0 1 0 0

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機 0 1 5 0 0
3 0 0 0 7 5 0

1 0 0 1 5 0 0
1 0 0

5 0
5 0 0

３　提供サービス 3 7 5 0 3 7 5 0
① 5 0 ％
② 放課後等デイサービス 4 0
③ 9 ％ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ ９　事業の見通し
④ 1 ％ 月 火 水 木 金 土 日

3 6 9 2 0

0 0 3 0 2 0 4
1 1 1 1
0 0 3 1 1 7 4

6 5 6 5 8 0 1 0 0
3 3 3 5
6 6 6 6
2 2 2 2

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 2 0 2 0 2 5 3 5

8 8 8 8

☑ 1 0 4 1 0 4 1 2 4 1 5 6

☑

4 5 7 2 3

1 階 階 年 4 5 7 2 3

㎡ ㎡

4 5 7 2 3

1 階 ㎡ 1 2 4 1 1

1 8 人 8 人 1 0 人 3 3 3 1 2

1 階 ㎡

2 4 人 4 人 2 0 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

階 ㎡

人 人 人

☑ □ □ □ □

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

8 0 円 × 4 H × 1 6 日 × 1 0 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

受付印

2023年1月23日
（受付印省略）

福山市一文字町6-1

55
42
56

0 ％ 末 日 〆

福山市草戸町１丁目22-22
山陽染工株式会社

％

日回収

福山市御幸町上岩成749番地
万円

0 ％ 末 日 〆

１月当たりの生産額
縫製作業 5.1 万円

１時間単価 計算式

廣島織染協同組合
3 0 ％ 3

日回収
生産品

％ 末 日 〆
株式会社MIYUKI

7 0 ％ 7 0

日回収

株式会社MIYUKI
1.5 万円 □ あり ☑ なし 末〆10日払

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件 意見

福山市御幸町上岩成749番地
下段：所在地

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転

新築・移転し、放課後等デイサービス・児童発達支援事業の移転および就労継続支援B型の新事
業を開始。

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

収容人員 内訳 職員 利用者
基本報酬（566単位）＋食事提供体制加算（30単位）＋送迎加算（42単位）＝638単位

その他

事
業
の
概
要

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

職員 利用者

③

種別

手続 使用する階 専有面積

円円

万円

②

種別 就労継続支援B型 最賃確保状況（Ａ型）

①

円

収容人員 内訳

円
手続 新規 使用する階 専有面積 86.13 （（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

収容人員 内訳 職員 利用者 必要経費 万円 万円 万円

万円

売上高　※３ 万円

万円 万円 万円

手続 継続 使用する階 専有面積 39.33 利用者賃金 万円

種別 放課後等デイサービス・児童発達支援 支出　Ｃ 万円

万円 万円 万円

1 0 3

万円

建築面積 224 延面積 207 万円 万円 万円 万円

階層 1階 地上 地下 建築年 2023年1月 生
産
活
動

収入　Ｂ 万円 万円 万円

2 万円 1 80 3 万円 - 9

万円 万円

建
物

名称 福山市坪生町１丁目18-17 収支
-

所有者 抵当権 あり
・検査済証の交付は受けて
おり、すでに提出してありま
す。敷地全体で0.75kwを超
える原動機を使用はありま
せん。

・消火器，非常警報器具，
誘導灯は設置してありま
す。
・カーテン及びじゅうたん等
を使用する場合は，防炎物
品を使用します。

・防火対象物使用開始届出
書はすでに提出済です。

・放課後等デイサービス・児
童発達支援は全利用者が
同時に利用するものではあ
りません。同時に利用した
場合でも、利用者１名につ
き３㎡以上の面積となって
います。就労継続支援につ
いては利用者１名につき4.3
㎡の面積となっています。

用途 就労継続支援B型・放課後等デイサービス 構造 木造

万円 万円

万円
所有者 抵当権 あり

万円 万円
通信費 万円 万円 万円 万円

意見 支払元金利息 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円 万円

同種のサービス なし

支
出

人件費 万円 万円

賃借料(土地） 万円 万円

諸経費　※４

土
地

所在地 福山市坪生町１丁目18-17 用途区域 第一種住居地域

万円 - 1

支出計② 万円 万円

①-②

収入計 ① 万円 万円 万円 万円
万円 万円

旅費・交通費 万円 万円 万円 万円

収
入

給付費　※２ 万円 万円 万円 万円

0 万円 1 51 0 万円 1

その他 万円 万円 万円 万円

２月目 ３月目 １年後 主な修正点

理念 利用者と家族および従業員がともに、働くことの喜びを味わい、社会に貢献できる存在となっていく。

利用者見込 Ａ 人 人 人 人
月平均利用額　※１

1 0 万円 万円
（１人当たり）

目標
社会の一員として自立できる職業技術を身に着けるための訓練を行う。また職業技術とともに職場で必要な社
会的スキルの獲得、精神的・心理的な自立を目標とし、充実した生活を追及する。

種別

就労継続支援B型 割合 提供日
割合

当社は2014年２月より放課後等デイサービス事業を行ってきた。放デイの利用者が成長し就労するようになり、就労先での葛藤を
抱えることもある。利用者の成長によりそった就労支援を行うために、新事業として就労支援B型を立ち上げることになった。心理
的支援が行える就労支援として、カウンセリングや就労のためのSSTを取り入れて事業を展開し、利用者が実社会への就労がで
きるまでの支援を行いたい。

建物 万円 自己資金
設備 万円 借入金
車両

設
備
資
金

土地 万円 補助金

児童発達支援 割合
保育所等訪問支援 割合 １月目

万円

・運転資金を500万円としまし
た。

万円
その他 万円

運転資金

建物の構造・設備の変更

必要な資金 金額 調達方法 金額 主な修正点

合計 万円

万円
万円

万円

合計 万円

人件費 末 支払 ボーナス

借入残高 年間返済額 主な修正点
大幅な事業内容の変更 広島銀行 建築資金 万円 万円
事業所の移転 新築予定 万円 万円

賃借・自己所有 万円 万円

事業種別 就労継続支援B型 事業所名 就労支援　このはな
開設（変更）

予定日
2023年2月1日

賃借・自己所有

事業の追加 共生型サービス以外 新築予定

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設 共生型サービス 万円

万円
新築予定 万円

万円

定員の変更 就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外 金融機関 理由

賃借・自己所有 万円
現在地

万円

年齢 月給

職業指導員 20 万円
生活指導員 20

万円

サービス管理責任者 万円

万円
職業指導員 5 万円

万円

様式第２号－２
法人名 株式会社　恵心社 職種

□当初 ■最終
代表者職名前 赤木裕子 管理者

62

主な修正点事　業　計　画　書
作成年月日

雇用形態 名前

30
万円 ・サービス管理責任者は

精神保健福祉士であり、
精神科のデイケア・作業
所での勤務経験がありま
す。職業指導員は縫製会
社に６年勤務した経験が
あります。また生活指導員
は百貨店の惣菜担当の勤
務経験があります。パート
の職業指導員はフラワー
アレンジメントの資格を
持っています。

・縫製の指導は岡山のデ
ニム教室の講師に指導を
依頼しています。

担当者名 連絡先



１０　付近図 １２　事業計画

人 0 事業所
0 人

凡例
〇 …
× … 作業内容：　①食堂・カフェの運営
△ … 　　　　　　　　②洗車作業

※　坪生校区内には同種の事業所はなし □ … 　　　　　　　　③縫製作業
　　　　　　　　④野菜・花の苗の生産

△ 一次避難所：坪生小学校                  ⑤内職作業　(ビーズの袋詰め）
送迎：　　　　あり
食事提供：　あり

１３　利用者処遇

〇　一般就労につく際には、利用者にとってわかりやすい指示の出し方などを就労先に伝えるなど、移行時の

１１　平面図

１４　防災計画

〇　食品や水などを十分に備蓄し、災害時の帰宅困難の場合に施設に滞在できるようにする。
〇　災害時の停電にそなえ携帯バッテリーを用意する。

１５　一日の流れ
主な修正点

別紙にて提出

主な修正点
　　　方法を作る。
〇　防災計画を策定し、避難訓練を年２回実施する。

〇　地域の学校や町内会と日頃から協力関係を持ち、災害時の対応ができるようにする。

主な修正点 〇　作業時間外に余暇活動の時間を作り、希望者には手芸やゲームなどのクラブ活動を取り入れる。

※平面図のデータを貼付 ・作業訓練室は奥側にミ
シンを設置し、手前側に
内職のテーブルを設置
します。

・訓練室についてはミシ
ンとアイロンのテーブル
のみが必要であり、作業
できるものと考えます。

・ランチ営業は，食堂で
行います。

〇　交通の便が悪いため、拠点となる駅などへの送迎を行う。自力で通えない利用者には送迎を行う。

※　技術の習得も大切であるが、心理的な面から離職することがないよう、心理的ケアを重視する。一般への

　　　就労移行後も気軽に相談できるような体制を整えていく。

別紙にて提出

〇　緊急連絡網を整備し、緊急時、家族や関係機関への連絡がスムーズにできるようICTを活用した連絡

〇　精神的に安定した作業活動ができるよう、カウンセリングやSSTなどの活動を取り入れる。 ・社会的スキルトレーニン
グなどを行い、社会的なコ
ミュニケーションの方法を
身に着けていけるような取
り込みを行います。

・利用者が通所するモチ
ベーションを高めるため
に、クラブ活動のような活
動を取り入れていく予定で
す。

・家族支援については積
極的に行っていく予定で
す。

・関係機関や相談支援事
業所との連携はこれまで
の放課後デイから引き続
き密に行っていきます。

〇　生活についての全般的な相談にも応じ、必要に応じて、関係機関との連携を行う。

〇　定期的に作業についてのアセスメントを実施し、利用者に適した作業を見直していく。

〇　職員が技術を身に着けるために、各種研修を受け、最新の知識を身に着けていく。

　　　支援も積極的に行っていく。

〇　作業についての手順をビジュアル的に示す方法を取り入れる。

〇　内職では、個数の把握や正確な作業を目標とする。

〇　喫茶では清潔感のある身だしなみに気を付けて、接客や調理の準備、盛り付けを行い、簡単な調理なら

　　　一人で行うことができるようになることを目標とする。

〇　縫製ではミシン技術の習得を目標とし、人手不足となっている縫製業界への就労を目標とする。

利用定員 営業日：　　月曜日～土曜日
営業時間：　月・火・木・金　9：00～17：00　水・土　9：00～13：00
サービス提供時間：　月・火・木・金10：00～15：00　水・土　10：00～12：00

主な修正点

二次避難先

〇　利用者の就労への意欲が持続できるよう、安全で清潔な作業環境を整備する。

主な修正点 事業：　　　　就労継続支援B型 主な修正点
小学校区 坪生小 人口 10,153 事業所数 定員：　　　　20名

別紙にて提出
事業所 対象者：　　　知的障害・精神障害
同種の事業所

一次避難先

・就労移行については数
年後開設することを目標と
しています。

・利用者がどの作業を選
ぶのかについては、本人
の希望を配慮した上で、
TTAPなどの作業スキルの
アセスメントを行い、適性
を見極めていきます。

・全種類の作業を同時に
行うことはなく、また、利用
者が増えるとともに職員の
増員を行います。


